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「刃もて強き古の剣」
藤　原 博
　標題はBeowulf　1558行からの引用で，故厨川文夫博士の訳による（以
下訳文は同博士のものを使わして頂く）。　層　　　　　　　’
Geseah　6a　on　searwum　　　　　sigeeadig　bi1，
ealdsweord　eotenisc　　　　　　ecgum　pyhtig，
wigena　weorδmynd；　lteet［wees］waepna　cyst，＿
　　「この時（彼は他の諸々の）ものの具の間に勝利に祝福せられたる剣，
　　巨人によりて作られ刃もて強き古の剣，武士の光栄となるものを見
　　き。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Beow．1557－9）
　Beowulfでは，剣は名ある戦士の用いる武具である。この叙事詩の中
で，sweordとその合成語がくり返されることは46回に及ぶが，そのう
ち9例を除いて剣の所有者または使用者は明示されている（Fujiwara
1984a：5－6）。このように剣は名誉ある戦士のシンボルとまで言えるほど
であるが，一般の兵士は攻撃用武具としては投げ槍（gar）と斧（eex）
を使った。防禦用武具としては，かぶと（helm），鎖かたびら（byrne，
hring，　syrce）と楯（bord，　bordwudu，　lind，　rond，　scyld）があり，小型
の丸楯（lind，　rond）が好まれた。私たちとしては，「古びたかぶと」，「古
びたよろい」と言えぽ，古道具屋のガラクタとか，ほこりのつまった納屋
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の中から引き出して来たという感がないでもない。これにやせ馬が加わる
と，三拍子が揃っていよいよドン・キホートのお出ましとなりそうである。
（古英語期の戦闘では，馬を疾駆させて敵陣に突入するといった事はなか
った。戦闘は徒歩で行われた。移動には馬も使った。戦闘開始の前に，馬
から下りて，その尻を叩いて走り去らせることは，いわゆる背水の陣の意
味を持った。古英語の叙事詩The　Battle　of　Maldon参照。）ところで剣
に「古さびた」という形容詞がつくと，どこかの神社の御神体という感じ
で，おごそかな気持がして来る。ゲルマン人の感覚ではどうだったのであ
ろうか。
　ゲルマン人の英雄Beowulfの物語りでは，「古い」（eald，　gomol）と
いう形容詞は，武具では圧倒的に「剣」にだけつき，他の武具の名称には
まず伴わない。何故であろうか。
　剣以外の武具を示す名称にealdがついた例としては，　Beowulf全篇で
次のものだけである。
　　　　　　　　　　　　　peer　waes　helm　monig
　　eald　ond　omig，　　　　earmbeaga　feIa
　　searwum　gesaeled．
　　「そこには古く錆びたる冑あまた，たくみもてない合はされたる腕環
　　数々ありき。」　　　　　　　　　　　　　　　（Beow．2762－64）
　剣の他の具体的な武具名にealdが結合する例は他にはない。そこでこ
の場合のealdの意味を論じることは困難である。
　合成語ealdsWeord「古の剣」はこの敲事詩に4例ある（1558，1663，
2616，2979）。Beowulfの注解で有名なHoopsでこの語の現われる箇所
を調べて見ても，前述の疑問に答える説明はない。2979行のealdsweord
eotoniscの注として，ただ次のように述べられているにすぎない。他の
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箇所には何らの言及もなされていない。
　　das　alte，　von　Riesen　gemachte　Schwert（Hoops，1965：309）．
　ついでながら，これらのealdsweordの例のうち，1663行の場合を除く
と，すべてeotoniscまたはその異形が修飾語として見られる。
　swyrdがgomelを伴った例も1例ある。
　　gomel　swyrd「古ぎ剣」（Beow．2610）．
　Beowulfには先祖から残された「遺物像た）」（laf）という語が散見する
が，そのうちこの語が確実に「剣」をさすものと思われる例が7回あり，
（795，1488，1688，2191，2563，2577，2611），そのうちealdを伴うも
の3例（795，1488，1688），gomolを伴うもの1例（2563）である。
　これらealdsweordとか，その他にeald，　gomo1を修飾語として伴っ
ている「剣」は，賞讃の対象とされていることは，すでに引用したBeow．
ユ557－9で明らかである。ここではealdsweordはsigeeadig　bi1「勝利に
祝福せられた剣」，ecgum　Pyhtig「刃もて強き」，　wigena　weor6mynd
「武士の光栄となるもの」と並行しているのである。さらにsweordは，
heard「堅き」，　deoran「優れたる」，1eohtan「輝ける」などの修飾語を
多くの場合伴っている。
　swyrdにdyreが結びついているもののomigが伴ったものが1例あ
る。これはBeowulfの終りに近い部分で，　Beowulfに退治された龍の住
んでいた塚の中に見られた剣の記述であり，この場の状況にふさわしいも
ので，さらに深い象徴性を持つものである。
Him　big　stodan
discas　lagon
omige　purhetone，
Pusend　wintra
bunan　ond　orcas，
ond　dyre　swyrd，
swa　hie　wiδeorδan　fae6m
6eer　eardodon；
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　　「彼の傍には杯や瓶子（の数々）ありき，皿及びそこ，地の懐の中に
　　さながら千歳の間置かれてありしように錆び蝕まれたる（幾振もの）
　　貴き剣横たはりき。」　　　　　　　　　　　（Beow．3047－50）
剣の材質は鉄であったことは確かである。OE詩特有のくり返しで，剣は
dyrhtlic　iren「その貴き剣」（892），　leoflic　iren「貴重なる剣」（1809）と
言い直されていたり，またsweordの修飾としてgomol　and　greegmee1
「古くして灰色なる」（2682）が見られる。さらにまた剣のことを述べて，
次のような文もある。
ecg　wees　iren「刃は鋼にして」（Beow．1459a，2778a）
　「剣」以外の武具に伴った修飾語としては，Iafが「鎖かたびら」を意
味する場合にgomelra，　helmの修飾としてentiscneが，それぞれ1例
つつ見られる。
on　hinl　gladia6　　　　gomelra　lafe，
heard　ond　hringmee1
「彼らの上には強剛にしてかつ宝環もて飾られし祖先のかたみ輝ける
なり，」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Beow．2036－37）
entiscne　helm「巨人の作なる冑」（Beow．2979b）
　「古い」を意味する語が「剣」を意味する語としてしばしぼ結合するこ
とは何故であろう。しかもこのような修飾語は，美称として使われてい
る。「古い」と言っても，OE期の人々と現代人では，時間の長さについて
の感覚のずれがあるかも知れない。しかし剣の材質の鉄は，時間の経過に
対して弱いはずである。私の想像したことは，ゲルマン人は（とりわけ良
質の）鉄に不足していたのではないかということであった。そこで剣は使
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いずてにできなかった，何世代にもわたって大事にされなけれぽならなか
ったのではないか。そこで「古い」という語は剣と結合する時に，「古く
からあった」→「貴重な」→「立派な」と意味を変えたのではないだろう
か。ただ単にsweordと言わないで，　ealdsweordという合成語を使うこ
とは，もちろん頭韻の必要による。その他にeald，　gome1の修飾語の使
用も，同様である。この点では日本の短歌の枕言葉の性格に似ていて，上
述の合成語，形容詞は，意味の点では無視しても良いと言われるかも知れ
ないが，筆者にはそうとは思われない。「剣」以外の武具名にこれらの形容
詞が伴われる場合がまずないこと（例外はすでに引用した2762－63行），
これは注目すべぎ事と言わなければならない。
　Tacitus，　Germaniaによれば，「彼ら（ゲルマン人）の武器の有様から
おして，鉄は決して彼らにありあまってはいない」（泉井訳）（Dということ
である。思い出されるのは，SaulとJonathanがペリシテと戦った時，
剣と槍はユダヤ側ではこの二人だけが持ち，あとの兵士は農具を手にして
いたということである（1Samuel　13：22）。　もちろんこの事件はゲルマ
ン人とは関係はないし，また1000B，C．の頃の話でもある。しかし鉄が
不足してまともな武器は指導者しか持っていなかったという事情は，サム
エル書にあるこの事件から1500年後のゲルマン人の中で，名ある戦士だけ
が剣を使った事情に似ているような気がする。
　さらにHodgkin（1959）によると，ゲルマン人はライン地域からロー
V人と現地人合作の剣を入手していたというのである。それもアングロ゜
サクソン人のブリタニア侵略の頃には入手できなかった。
　　　Of　their（＝＝the　men　who　rowed　these　Iong　ships　from　the
　　Elbe　lands　to　Britain）　swords　we　need　say　little　because　they
　　were　Iargely　imports　of　barbarian－Roman　make　from　the　Rhine
　　lands，　such　as　could　no　longer　be　bought　in　the　time　of　the
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Saxon　invasions（Hodgkin，1959：24）．
　かぶと，鎖かたびらもライン地域から入手していたのであるから，アン
グロ・サクソン人がブリタニアに侵入した頃には入手不能であって，かぶ
とと鎖かたびらをキラキラと輝かしながら彼らは来たのではなかろうとい
うのが，Hodgkinの意見である。
　For　defence　these　people　seem　to　have　trusted　only　to　round
shields　of　wood　covered　probably　with　hide，　having　in　the
centre　a　raised　boss，　or　umbo，　by　which　the　weapon　was　held
in　the　left　hand．　Their　mai1－coats　and　helmets，　like　their
血est　swords　seem　to　have　been　imported　from　the　Rhine
lallds．　The　supply　of　such　luxuries　failed　in　the　fifth　century，
and　few　even　of　the　Anglian　and　Saxon　chiefs，　whell　they
landed　on　the　shores　of　Britain，　can　have　been　equipped　with
ashining　helmet　or　byrnie（Hodgkin，1959：26－27）．
　ローマ軍がライン地域から引き上げて，ローマ的秩序がくずれた頃か
ら，少くとも良質な鉄製品はゲルVン人には入手不能であったわけであ
る。そこで剣が権威のシンボルとなり，しかも「古い」のが良いとなった
のである。前述の「刃は鉄にして」という一見愚しい文も，意味を持って
くる。
　Sutton　Hooの船葬の発掘品の中に斧があるが，これは「つるはし」の
ような物である。一般に斧は良質な鉄を使った鋭利なものであったとは思
われない。重いものを腕力を使って相手に叩きつけると言った様子のもの
である。つまり粗末な鉄製品で良かったから，名ある戦士のふさわしい持
ち物ではなかったと理解される。かぶとは鉄，青銅，銀を部分によって使
いわけて作られていた。このことはSutton　Hooの発掘品から明らかで
ある。かぶとは発掘後6ケ月かけて復元された。鎖かたびらも鉄を材質と
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していたことは，次の表現で明らかである。
isembyrnan「鉄の鎖りかたびら」（Beow．671b）
irenbyrnan「鉄の鎖りかたびら」（Beow．2986b）
　かぶとも鎖かたびらも，良質なものが良いにきまっている。しかしゲル
マン人は円楯を防禦用武具として愛用したわけであるから，かぶとと鎖か
たびらには，比較的に関心がうすかったかも知れない。この事に関して興
味のあるのは，Tacitusのゲルマン人についての記述である。
　　「……みずからは，裸体，あるいは単なる套衣sagulumの軽装であ
　　る。……彼らに武装の見栄はない。ただ楯のみは，彼らの最も吟味し
　　た色彩を選んで塗りわける。胸甲は少数のものが有するにとどまり，1
　　金属あるいは皮革の冑は辛じて一，二のものがつけるのみ」（泉井訳）
　　Germania　§6）（2）
　Tacitusはゲルマン人の大移動に先立つこと350年くらいの時代に生を
うけた。彼が描いた頃のゲルマン人の気風が，Beoωulfに現れるゲルマ
ン人の態度に，通じるものがあるのだろうか。
　なおSutton　Hooの発掘品に鍋があるが，銀製と青銅製で，鉄は使っ
てない。また円楯のにぎりの部分は青銅で，鉄は使っていない。これらの
副葬品も良質の鉄の入手困難な事情に関係があるように思われる。
　Beowulfで言及される剣には固有名をつけられているものが二，三あ
る。日本でも名刀と言われるものの中には，固有名を持つものもある。た
だ日本では刀工の名が名刀に関してあげられる場合，実在の人物にせよ仮
空の人物にせよ，その名はいかにも日本人的である。
　本篇の標題とした文句には，原文ではさらに形容詞がついていたこと
は，最初の引用文から明らかである。すなわちeotenisc「巨人によりて
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作られ」がそれである。巨人とか小人とかは想像の産物と言えば，それま
でである。北欧伝説に巨人はよく出てくるし，ドイツの民話でも小人はな
じみである。
　ゲルマン人は木造の家に住んだ。ローマ人は石造りの大建築を造った。
たとえばB602〃％ゲにうたわれたHeorotの館（懇りもローマ人の建築に比
べれば，まことに貧弱なものであろう。
aedre　mid　yldum，
heal∈ema　ma∋st；
Him　on　fyrste　gelomp，
peet　hit　wearδealgearo，
　　「とやこうのほどに人々の間には早くも諸々の館（懇りの中最も大いな
　　るもの落成することとなりぬ。」　　　　　　　　　（Beow．76－8）
　ゲルマン人の住んだ地域は深い森にかこまれていたし，イタリアは現代
でも大理石の名産地である。材料の違いが建築の様式に大きな影響を与え
たであろうことは言うまでもないが，石を切り出すのには鋼が必要であっ
たろうし，木は石斧でも切れた。鉄の製煉の技術の差も，建築に多少の影
響はあったろう。
　ブリタニアにやって来たアングロ・サクソン人は大陸在住の時代と同じ
く木造の家屋に住み，ローマ人の残した石造建築には近づかなかった。や
がて石造建築は廃虚となる。それを詠った古英詩The　Ruinに次の行が
ある。
Wraetlic　is　pes　wealstan，　　wyrde　gebraecon；
burgstede　burston，　　　brosnaδenta　geweorc．
　（＝・　WoRdrously　omate　is　the　stone　of　this　wall，　shattered　by
fate；the　precincts　of　the　city　have　crumbled　and　the　work　of
giants　ls　rotting　away－Bradley　1982：402）．　（The　Ruin　1－2）
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　うす気味の悪い廃虚の建物を造ったのは巨人であったという発想は「巨
人により作られた刃もて強き古の剣」に通じるものではないだろうか。
　「巨人」とは，「自分たちではない者」，すなわちゲルマン人からすれぽ
ローマ人のことであろう。ギリシア神話でもオリンボスの神々はタイタン
族を駆逐して権力を握ったのであった。それぞれにとって畏るべき異民
族，自分たちの作れない物を作った異民族を，巨人として描き出したもの
と言えよう。
　つまり標題が得られた箇所の引用文に見られる「巨人によりて作られ刃
もて強き古の剣」は，ローマ的秩序が保たれていた時代に，ローマ人支配
下の地域から入手した剣が，その後長く珍重された事情を示していると言
えよう。H6dgkin（1959），　p．25にはアングロ・サクソン人の武具の写真
があるが，そのうちの2本の剣には，「輸入された剣」と説明されている。
アングロ・サクソン人がゲルマン人の大移動の動きの1つとしてブリティ
ン島にやって来たのは5世紀の半ばとされている。この頃は粗末な木造の
小屋に住んでいた筈である。西ドイツはアーヘンの石造の大聖堂，その中
心部分は8世紀に建てられた。これはシャールマーニュ，つまりカール大
帝によって造られたがその壮麗さは人の目を奪う。この頃にはゲルマン人
も，みずからの手で再び良質の鉄を作り出すことを可能にしていたのであ
ろうか。
　さてRich6（1968）に次の記述があることを知った。
　　「ゲルマン人の工業はささやかなものではあったが，しかしかれらは
　　武器をつくることができたのであり，その技術は今日でもわれわれの
　　鍛冶工場の親方を驚かせるほどである。E・サランは，かれらの種々
　　の製作品のうち武器を入念に研究して，ゲルマン人が，近代人によっ
　　て再発見された方法である窒素による鋼鉄硬化法を知っていたことを
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　　　　認めた。」（久野浩訳pp．16－17）
　　これはTacitusともHodgkinの主張ともまったく対立するように思
われる。残念ながらこの原本も，さらにSalin（1959）も，まだ未見であ
る。専門家のお教えを頂きながら，さらにこの問題を検討する機会を得た
いと思う。今はこの小論を，’問題を残しながらも終えなければならぬ。
NO正S
　　（1）　Ne　ferrum　quidem　superest，　sicut　ex　genere　telorum　colligitur．　rari
gladiis　aut　maioribus　lanceis　utuntur：hasta§vel　ipsorum　vocabulo　frameas
gerunt　angusto　et　brevi　ferro，　sed　ita　acri　et　ad　usum　habili，　ut　eodem
telo，　prout　ratio　poscit，　vel　comminus　vel　eminus　pugnent．　（＝Even　iron
is　not　plentiful　among　them，　as　may　be　gathered　from　the　style　of　thdr
weapons．　Few　use　swords　or　t車e　longer　kind　of　lance：　they　carry　sho『t
spears，　in　their　language‘‘frameae，”with　a　narrow　and　smaH　iron　head，
but　so　sharp　and　so　handy　in　use　that　they　fight　with　the　same　weapon，
as　c三rcumstances　demand，　both　at　closeΦarters　and　at　a　distance．）（Ta’／¢i－
tus，　Germania　§6）
　　（2）　pedites　et　missilia　spargunt，　pluraque　singuli，　atque　in　inmen呂um
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
vibrant，　nudi　aut　sagulo　leves．　nulla　cultus　iactatio；scuta　tantum　lec止is．
．simis　coloribus　distingunt．　paucis　loricae，　vix　uni　alterive　cassis　aut　galea
（＝the　infantry　launch　showers　of　missiles　in　addition，　each　man　a　volley，
・・dh・・l　th・・e　t・great　di・t・・ces，．f・・th・y　Wea・n・・ut・・c1・thi・g，・・at
most　a　light　cloak．　There　is　no’bravery　of　adomment　a　mong　them：their
shieIds　only　are　picked　out　with　choice　co互ours，　Few　have　breast．plates：
scarcely　one　or　two　at　most　have　meta五〇r　hide　helmets．）　（Tacitus，
Ger〃zania§6）　　　　　　　　　　　　　　　　　’
REFERENCES
（a）
Dobbie，　E．　van　Kirk（ed．）．1953．　Beowull　andノ勿4∫訪　（The　Anglo－Saxon
　　　　　Poetic　Records　IV）．　London：Routledge．
Klaeber，　Fr．（ed．）．1950．5　Beowulf　and　the　Fight　at　Finnsburg．．　Boston：
一34一
「刃もて強き古の剣」（藤原）
Heath．
Dobbie，　E．　van　Kirk（ed．）．1942．“The　Battle　of　Maldon．”The　Anglo・Saxon
　　　　　Minor　Poems（The　Anglo．SaxQn　Poetic　Records　VI）．　London：
　　　　　Routledge．
Gofdon，　E．　V．（ed．）．1952．2The　BattleげルTaldon．　London：Methuen．
Krapp，　G．　P．＆E．　van　Kirk　Dobbie（eds．）．1936．‘‘The　Ruin。”The　Exeter
　　　　　Book（The　AngIo・Saxon　Poetic　Records皿）．　London：Routledge．
（b）
Bradley，　S．　A．　J．（ed．＆tr．）．1982．、肋8・lo・Saxon　Poetry（Everyman’s　Library
　　　　　794）．　London：Dent．
Hoops，　J．1965．　Komme吻r　zu〃z　Beowulf．　Darmstadt：Wissenschaftliche
　　　　　Buchgesellschaft．
Bessinger＆Smith．1969．　A　Concordance’o　Beowulf．　New　Ithaca／New　York：
　　　　　Cornell　University　Press，
Cook，　A．　S．1968，　A　Concordance　to　Beot〃ulf．　New　York：Haskell　House
　　　　　Publishers，
（c）
Bruce．Mitf6rd，　R．　L，　S．1968．　The　Sutton　Hoo　Ship．burial．　Lolldon．　the
　　　　Trustees　of　the　British　Museum，
Hodgkin，　R．　H．1959．3、4　Histo　rpt　6ゾthe　Ang・10・Saxons．2vols．　Oxford　Uni・
　　　　　versity　Press．
Hutton，　M．＆E．　H．　Warmington（ed．＆tr．）．1970．“Germania”．　Tacitus勿
　　　　1吻θBooks　I．Harvard　Univ．　Press，
Rich6，　Pierre．1968．　Les　Invasions　Barbares．（Que　sais・je？　No．566）
Salin，　E．1950－59．、乙a　civilisation〃t6rovingienne．4vols．　Paris．
Fujiwara，　H．1984．　‘‘Sweord”，1（の．　Wb〆4　Studies　in　Beowulf．　Centre　for
　　　　　Mediaeval　English　Studies，　the　University　of　Tokyo．
厨川文夫（訳）．1981．「ベーオウルフ」『厨川文夫著作集』（安東他編）上巻，金星堂
泉井久之助（訳）．1979．『ゲルマーニア』（岩波文庫33－408－1），岩波書店
ピエール・リシェ（久野浩訳）．1974．『蛮族の侵入』（文庫クセジュ），白水社
（英米文学科　教授）
一一 R5一
